
　　　　　　　　　　　　

．

　　　　

‐

　　

、 県

　　　　　　　　

き≦

　　　　　　　　　　　　
須 林 を た 基 県 用

．） 的 技 い 同 ろ 過

　　　

な

　

ジ

新会長に岩本相栄大和ハウス工業税テ役員

目
標
額
は
毎
年
細
万
円

愛
媛
県
木
材
協
会

愛
媛
県
木
材
協
会
（成
瀬
昭
親
会
長
）
は
へ
愛
媛
県
の
林
業
躍
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
し
同
県
と
連
携
し
基
金
の
造
成
を
進
め
、
県
産
材
の
安
定
的
な

調
達
に
向
け
て
林
業
の
担
い
手
確
保
に
取
り
組
む
。

愛
媛
県
は
「林
業
躍
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（第
３
期

－．
２
０
２
６
～
初
年
度
と

を
策
定
し
、
▽
担
い
手
の

待
遇
改
善
▽
生
産
性
と
収

益
性
の
確
保
▽
県
産
材
の

価
値
向
上
を
３
本
柱
と
し

た
施
策
を
実
施
す
る
計
画

だ
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

同
協
会
は
外
国
人
を
含
め

た
林
業
の
担
い
手
の
現
場

定
着
を
支
援
し
、
担
い
手

の
社
会
的
評
価
の
向
上
を

る
。
基
金
は
賛
同
す
る
協

す
る
（就
業
後
５
年
経
過

会
員
か
ら
任
意
で
、
県
産

　

す
る
と
離
職
率
が
高
ま
る

材

（素
材
）
の
年
間
取
扱

傾
向
が
あ
る
た
め
）
。
同

量
に
定
額
（立
方
薪
当
た

事
業
の
対
象
と
す
る
担
い

り
１０
円
）
を
乗
じ
た
金
額

手
（基
礎
的
な
知
識
と
技

を
目
安
に
徴
収
す
る
。
基

　

術
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
的

金
造
成
の
目
標
額
は
毎
年

な
存
在
と
見
込
ま
れ
る
）

３
０
０
万
円
。

　　　　

は
、
①

「み
ど
り
の
雇
用

　

基
金
の
活
用
事
業
と
し

　

事
業
」
ま
た
は
「愛
媛
県

て
、
担
い
手
の
定
着
率
を

林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
基

高
め
る
た
め
、
林
業
に
新

礎
研
修
」
を
修
了
し
た

経
過
し
た
担
い
手
に
対

し
、
継
続
奨
励
金
を
支
給

条
件
）
に
就
職
し
た
者
、

③
１
５
０
日
勤
務
し
、
５

年
経
過
し
た
者
、
④
以
上

長
期
使
用

住
宅
部
材
標

　　　

準
化
推
進
協

警
護
の
三
日
、
新
会
長

　　　　
　

対

　

た
と
発
表
し

　

用

　　

た
。
岩
本
氏

賊

　

は
大
和
ハ
ウ

　　
　　
　

云

　　　

部
購
買
担

ま
た
、
併
せ
て
、
長
住

セ
ン
タ
ー
に
　
　
　
　

　　

　
　

岩本

　

新会長
２
０
３
０
及
び
第
１０
期
活

動
方
針
も
示
し
た
。

中
期
事
業
推
進
計
画
２

０
３
０
で
は
、
長
期
使
用

対
応
部
材
の
標
準
化
推
進

の
ほ
か
、
事
業
の
対
象
者

に
ふ
さ
わ
し
い
と
協
会
が

認
め
た
者
。

と
普
及
拡
大
・定
着
、
関

係
団
体
や
研
究
機
関
と
の
数
２
８
０
品
目
へ
そ
れ
ぞ

　

に
合
わ
な
く
な
っ
て
い

れ
拡
大
を
目
指
す
。

　　

た
。

．

・

　　　　

．

第
１０
期
活
動
で
は
、
２８

大
洲
製
材
所
は
、
こ
れ

年
３
月
末
ま
で
に
活
動
基

　

ま
で
の
大
洲
市
を
・中
心
と

盤
強
化
、
同
部
材
の
標
準

し
た
販
売
エ
リ
ア
が
伊
予

化
１
７
０
品
目
、
同
部
材

木
材
と
の
合
併
に
よ
っ
て

の
製
品
数
６
４
５
品
目
、

拡
大
す
る
。
一
方
で
、
伊

同
部
材
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

予
木
材
は
現
状
、
木
材
や

掲
載
数
２
５
０
品
目
を
目

サ
ッ
シ
の
取
り
扱
い
が
少

標
に
活
動
し
て
い
く
。

　

な
く
、
合
併
に
よ
っ
て
商

品
の
幅
を
広
げ
る
方
針

合
併
に
伴
い
、
現
在
の

建
材
部
大
洲
支
店
を
「建

　

伊
予
木
材

材
部
大
洲
支
店
第
士
営
業

（愛
媛
県
大
洲

所
」
に
、
大
洲
製
材
所
を

市
、
松
下
紳
之

　

「建
材
部
大
洲
支
店
第
２

助
社
長
）
は
、
．
営
業
所
」
に
改
編
す
る
。

７
月
１
日
に
同

　

両
営
業
所
の
・住
所
と
連
絡

社
グ
ル
ー
プ
会

先
は
次
の
と
お
り
。

材
”

　

社
の
大
洲
製
材

　

▽
本
社
（住
所
は
建
材

り

　　

所
（同
）
を
消

部
大
洲
支
店
第
１
営
業
所

矧

　

減
会
社
と
し
て
と
同
じ
）
畢

閉
１
８

　　　

合
併
す
る
。

　

６
１
・
愛
媛
県
大
洲
市
徳

大
洲
製
材
所
は
既
に
１５

　

森
１
４
１
６
。
電
話
０
８

年
ほ
ど
前
に
製
材
を
中
止

　

９
３

・
２
５

・
４
４
１

大洲製材所を吸収合併

　　　　

　

　
　
　
　

　　
　　
　
　
　
　
　

　
　　

　

　　　　　　　

　
　

　

　
　
　
　

益キ
ー”後
膿
格
材
ズ
数
個

、１受 頒 も不余火２５業ｏ業の で
墨孤 弱裏 鑑 識

２０５ １１・蜜ぞ親茅糟 禰 獅 脚 ．醐
発凶趣彦星梁雪選髪巻筈書

・譲撃老衰

　　　　　　　　　　　

１８－ ” 帥廻

　

材 自

　

由

　　

ー

。半 、 万 日 災 た 見 く Ｐ 月 復

　

善 期 、 算

　　　　　　　　　　　　　

ｏ９ ５

　

…

　

③ザイズ

　

鰹のガ“＊刃劾がラ峨 榔仰万ｍド キ

　　　　　　　　　　　　　　　　

に 間
・
事 期

　　

募 二 写・た 商 工 ） 岡 ア 三 岡 山

　　　　

３ １

　　

１ （４）牧

　　

数

　

１人５点以朴組毅は３枚１組で１点とぼす

　

期２７１ に に

　

ｏ舞 さ Ｂ に 途

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　

… （５）応募作品

　

＊令和７年９月１日以降に捌杉したものに限ります

光

　

す ン 「 Ｐ 大 入

　　　

水 ー９

　　　

門 部 工 の 賞 セ わ り

　

募 年 毎 施 ク

　

開 ン ク 集
．
ー

　　　　　

諸寡騒ぎ多摩糠蜂潔認は村

羅曽る妻艇瞬き

　

軽 捷翻鰹柔蓮腐鞭鱗雲宣誓墓参鮒

　

１霊園霊鴛蛋畜禦ぎ
社、 テー蚕福 豊 三趣 ヱ客員義夫類纂認きる鰭 鼓

ｏ２ァ三

　　

爾騒ぎ踊テー十一

　　

孝養 鰐

　　

二つ％ 雛
長‐西

　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　

，

　　　　

０ デ協

　

ｉ
・

　　　

＊入寵潔裏蜜篇諸灘 激宛醐送

第７９回新聞週間

　

第３３回日本専門新聞写真コンクール

日本専門新聞協会

庁

０
８
９
３
・
２
５
・
５
１

１
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９
３

・
２
５
・
０
６
２
１
０

エクステリアデザインコンテスト２０２６

　　

三
協
立
山

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
工

　

（富
山
県
高
岡

ク
ス
テ
リ
ア
の
提
案
力
や

　

市
、
平
能
正
三

施
工
力
向
上
を
目
的
に
、

軸
社
長
）
三
協
ァ

毎
年
開
催
し
て
い
る
。
２５

ル

　

ル
ミ
吐

「豊
岡

　

年
は
計
５
１
９
０
点
の
応

ア
・リ
ーお
ゴ
ー鮎

封
淑
“
）
；
ｏ

　　

＋

協

史
朗
社
長
」

　

髪
力
凌
：
元

一ニ
は
ト
同
社
の
エ

　

◆
応
募
部
門
は
、
庭

山
ベ
ニ
ヨ
戸
ヨ
岳
丁
）
Ｌ
き
、
弓
．
巨

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

　
　

協
品
を
使
用
し
た

わ
り
の
Ｂ
賞
、
街
並
み
．

　

施
工
事
例
の
写

セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
Ｃ

真

　　

や
プ
ラ
ン
ニ

　

賞
、
土
木
・
パ
ブ
リ
ツ
ク

　

ン
グ
図
面
を
募

　

の
Ｄ
賞
と
い
う
４
つ
の
施 切

　　　　　　　

褒

　

彰

櫛碁

　

．

ｒ

　　

発

　

表

　

　
　

　　　　　　　

　

　　

　

３．発

　　

褒茎和一黙三塁直る『
者に通知いたします

・表

　　

彰粂譲難璽豊年テ繋留晶警薯認寧慰霊駅峯鰹

　　　　　　　

いたします

５‐応募．問櫛 筆繋唖論議灘澱兎警ｇｉｉｉｉ※…鷺ビル〉

　　　　　　　　　　　　　　

電話

　

０３－３５９７－８８８１

応
募
用
紙
も
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
行
う
。
Ｆ

賞
は
、．
同
社
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
を
タ
グ
付
け
、

ま
た
は
メ
ン
シ
ョ
ン
し
、

指
定
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を

付
け
た
う
え
で
投
稿
す

る
４ま
た
、
今
回
は
シ
ャ
ド

パ
ネ
ル
の

カ
ー
ポ
ー
ト
を
効
果
的
に

取
り
入
れ
た
施
工
物
件
に

対
し
て
与
え
ら
れ
る
「シ

ヤ
ド
ー
ク
ー
ル
賞
」
を
新

設
す
る
。

　

応
募
期
間
は
７
月
１５
日

ま
で
。

　

審
査
は
９
月
、
結
果
発

‐
表
は
１１
月
を
予
定
し
て
い

る
。

ま
れ
る
こ
と
で
、
決
算
期

部
門
の
Ｅ
賞
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
部

　

審
査
む
９
月

を
２
月
末
に
変
更
し
、
事

門
の
Ｆ
賞
の
６
点
。

　

‐
表
は
１１
月
を
予
定
し

実
上
１
年
余
の
猶
予
期
間
‐

　

応
募
は
、
Ａ
～
日
賞
が

　

る
。

を
設
定
し
て
業
務
改
善
に

臨
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
業
績
回
復
途

上
に
あ
つ
た
２５
年
１１
月
に

佐
倉
工
場
の
火
災
で
Ｐ
Ｂ

生
産
停
止
を
余
儀
な
く
き

　

エ
Ｈ
Ｐ
Ｃ

（Ａ
Ｔ
Ｇ
，

れ
る
な
ど
、
不
運
に
見
舞

入
住
宅
促
進
セ
ン
タ
ー
、

わ
れ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

大
阪
市
）
は
１９
日
、
ェ
Ｈ

　

一
方
、
同
工
湯
火
災
に
Ｐ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で

伴
い
、
２６
年
５
月
２５
日
に

「世
界
の
水
ま
わ
り
ト
レ

０
０
０
円
を
受
領
し
、

年
２
月
期
第
１
・
四

決
算
に
取
り
込
ん
だ

分
析
と
豊
富
な
画
像
・
資

料
で
構
成
さ
れ
た
レ
ポ
１

ト
を
用
い
て
、
世
界
の
水

回
り
ト
レ
ン
ド
に
焦
点
を

当
て
た
講
演
を
行
う
。

時
間
は
午
後
２
～
５
時

（そ
の
後
、
午
後
６
時
３０

分
ま
で
交
流
会
を
実
施
）。

参
加
無
料
。

定
員
５０
人
。
問
い
合
わ

せ
は
工
Ｈ
Ｐ
Ｃ

（電
話
０

６
・
６
６
１
５
・
５
４
３

２
）
ま
で
。

２０２６年（令和８年）６月５日

　

金曜日．
目
的
に
基
金
を
造
成
す

し
、

　

●

　　　　　

●

　　　　

～
力

　

む

妥

　　　　　　　　　　

で
会
長
を
兼
ね
る
原
孝
夫

　　　　　　　

で
は
な
い
か
」
と
話
す
‐

そ
れ
が
意
味
す
る
の

　　　　　　　　　　

に
社
長
職
を
譲
っ
た
。

　　　　　　　

ｒ

　　

・
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ

　

た
も
の
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

た
村
谷
氏
は
福
岡
大
学
の

一
方
で
、

「う
ち

　

　
　
　

　

　
　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

建
築
学
科
卒
。
在
学
中
に

　

み
は
職
人
。
注
文
住

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経
験
し
た
ゼ
ネ
コ
ン
の
イ

技
術
を
発
揮
し
た
い

安全持続性能の家づくりプロジェクトが採択

らの転身
村谷亮大氏

鰐就催

　　　　　　　　 　
′

　

学ぶ幸吉菖
　　　　　
　　　　　

　　　　　　　　　

で
会
長
を
兼
ね
る
原
孝
夫

　　　　　　　　　

に
社
長
職
を
譲
っ
た
。

　　　　　　　　　

今
年
３０
歳
の
新
社
長
は

　
　
　
　

　　　　　　　　

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
デ

　　　　　　　

フ
レ
下
で
過
ご
し
た
世

　　　　　　　　　

代
。

一
方
、．原
会
長
は
高

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
接
合
金

　

度
経
済
成
長
を
謹
歌
し
、

物

「
ハ
ラ
テ
ツ
ク
２１
」
の

常
に
前
向
き
だ
。
こ
れ
に

開
発
で
知
ら
れ
る
原
工
務

　

つ
い
て
村
谷
社
長
は
「イ

店
（山
ロ
県
防
府
市
）
は

　

ケ
イ
ケ
の
祖
父
と
私
で
バ

４
月
Ｌ
日
付
で
、
創
業
者

　

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
良
い
の

Ｔ
Ｉ

で
は
な
い
か
」
と
話
す
４

　

そ
れ
が
意
味
す
る
の
は
街
－

前
職
は
工
Ｔ
業
界
で
シ

づ
く
り
ま
で
視
野
に
入
れ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ

　

た
も
の
。

た
村
谷
氏
は
福
岡
大
学
の

一
方
で
、
「う
ち
の
強

建
築
学
科
卒
。
在
学
中
に

　

み
は
職
人
。
注
文
住
宅
で

経
験
し
た
ゼ
ネ
コ
ン
の
イ

　

技
術
を
発
揮
し
た
い
大
エ

ン
タ
ー
ン
先
で

「先
が
見

　

も
い
る
。
彼
ら
の
仕
事
を

え
た
よ
う
な
気
が
し
た
」

　

確
保
し
、
祖
父
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

と
あ
え
て
異
業
種
を
志
し

　

を
社
内
に
残
し
た
い
」
と

た
。
結
果
的
に
、
工
Ｔ
系

　

創
業
者
の
思
い
も
引
き
継

コ
ン
サ
ル
会
社
で
不
動
産

　

ぐ
。

会
社
を
担
当
し
た
経
験
が

　　

昨
年
ー
取
り
組
ん
だ
移

生
き
て
い
る
と
い
う
。

　　

動
型
展
示
湯
は
集
客
に
効

　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
に
創

　

果
を
上
げ
た
。し
か
し
、こ

業
者
の
祖
父
の
声
掛
け
で

　

れ
か
ら
と
い
う
矢
先
に
、

入
社
し
た
。
ま
ず
は
ゞ
工

中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る

Ｔ
畑
出
身
の
経
験
を
生
か

資
材
不
足
で
現
場
が
混
乱

し
社
内
の
工
Ｔ
化
を
進
め

　

し
て
い
る
。「移
動
展
示
場

た
。

　　　

・

　　

、

　

の
良
い
流
れ
を
２
棟
目
、

　

社
長
就
任
後
は
先
を
見
・
３
棟
目
に
つ
な
い
で
い
き

据
え
た
事
業
展
開
を
構
想

　

た
い
」。そ
の
た
め
に
土
地

す
る
。
「住
宅
以
外
の
ド

　

の
手
当
て
と
と
も
に
営
業

メ
イ
ン
も
考
え
た
い
」
。

　

に
も
注
力
す
る
考
え
だ
。

連
携
を
軸
に
取
り
組
む
。

３０
年
３
月
末
ま
で
の
目
標

と
し
て
、
会
員
数
１
３
０

社
、
長
期
使
用
対
応
部
材

の
標
準
化
品
目
数
１
７
５

品
目
、
同
部
材
の
製
品
数

叩目
、
同
部
材
の

ペ
ー
ジ
掲
載
製
品

　　

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ

　

Ｔ
（広
島
県
廿

　

日
市
市
、
満
元

　

貴
治
代
表
）

　

は
、
国
土
交
通

　

省
の
「次
世
代

Ｔ
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ

Ｒ

ク
ト
２
０
２

Ｐ
５
」
に
、
同
社

Ｈ

が
提
案
し
た

「安
全
持
続
性

能
の
家
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
発

表
し
た
。

作
業
療
法
士
で
も
あ
る

満
元
代
表
の
専
門
的
な
視

点
を
基
盤
に
設
計
さ
れ
た
．

住
宅
環
境
評
価
基
準
「安

全
持
続
性
能
」
を
活
用

し
、
住
宅
内
で
多
発
す
る

転
倒
・転
落
事
故
の
予
防

と
加
齢
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
家
族
構
成
の
変
化
に

も
対
応
で
き
る
住
宅
づ
く

り
の
普
及
を
目
指
す
。
１３

項
目
に
よ
る
独
自
基
準
を

定
め
、
全
国
の
工
務
店
と

連
携
し
て
安
全
持
続
性
能

を
導
入
し
た
住
宅
整
備
を

康
の
関
連
性
に
つ
い
て
検

だ
。

証
を
進
め
て
い
く
。

併

　　　

伊
予
木

合

　

・
（愛
媛
県
大

行
う
。
さ
ら
に
居
住
者
へ

　

し
、
同
社
周
辺
地
域

（南

１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
９
３
・

の
ア
ン
ケ
Ｔ
ト
や
住
宅
内

予
地
域
）
の
大
工
、
工
務
．
２
５
・
５
３
９
３
。

の
温
湿
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

店
に
木
材
や
サ
ッ
シ
を
主

　

▽
建
材
部
大
洲
支
店
第

を
実
施
し
て
、
生
活
習
慣

　

力
に
販
売
し
て
き
た
。
小

　

２
営
業
所
（旧
・
大
洲
製

・安
全
性
・快
適
性
・
健

回
り
の
利
く
商
売
で
不
足
材
所
）
＝
〒
７９５
１
０
０
６

康
状
態
な
ど
と
の
関
係
性

分
の
商
品
の
販
売
を
行
っ
１

愛
媛
県
大
洲
市
徳
森

を
分
析
し
、
住
環
境
と
健

て
き
た
が
、
現
状
の
商
流

字
渡
り
１
３
８
５
。
電
話

　

東
京
ボ
ー
ド

工
業
（東
京
都
、

井
上
弘
之
社

唖眼ｗ数節期柵

２
月
末
に
変
更

し
た
こ
と
に
伴

う
上
場
維
持
基

準
の
適
合
に
向

け
た
改
善
期
間

と
計
画
期
間
の

変
更
を
公
表
し
た
。

同
社
の
流
通
株
式
時
価

総
額
が
２
０
２
６
年
２
月

末
時
点
で
３
億
３
０
０
０

万
円
、
流
通
株
式
比
率
は

２２
・
９
％
で
、
上
場
維
持

上場基準改善で再度計画書更新

基
準
で
あ
る
総
額
１０
億
円

と
比
率
２５
・
０
％
に
達
し

て
い
な
い
。
２７
年
２
月
末

ま
で
に
こ
の
基
準
を
達
成

で
き
な
い
場
合
、
東
京
証

券
取
引
所
よ
り
監
理
銘
柄

に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
の

同
取
引
所
の
審
査
の
結
果

次
第
で
は
整
理
銘
柄
に
指

定
さ
れ
て
同
年
９
月
１
日

で
上
場
廃
止
と
な
る
。

　

同
社
に
よ
る
と
、
株
式

時
価
総
額
の
引
き
上
げ
に

つ
い
て
、
修
復
を
進
め
て

い
る
生
産
設
備
再
開
に
伴

う
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド

（Ｐ
Ｂ
）の
販
売
再
開
に
よ

る
業
績
回
復
と
早
期
復
配

を
目
指
す
一・方
、
業
績
が

回
復
次
第
、
企
業
情
報
の

公
開
等
エ
Ｒ
活
動
を
積
極

的
に
行
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
流
通
株
式
比
率

に
つ
い
て
は
、
自
己
株
式

及
び
経
営
陣
の
保
有
株
式

比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、

今
後
保
有
比
率
を
引
き
下

げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
だ

と
し
て
い
る
。

　

同
社
は
２５
年
６
月
に
も

２６
年
３
月
末
ま
で
の
上
場

維
持
基
準
に
か
か
わ
る
計

画
書
を
提
出
し
た
が
、
改

善
達
成
進
捗
状
態
が
危
ぶ


